
　

重
野
委
員
長
は
、『
憲
法
改
悪
が

現
実
味
を
帯
び
る
中
、
私
た
ち
自
治

体
労
働
者
が
憲
法
を
学
び
生
か
し
、

仕
事
の
上
で
も
取
り
入
れ
て
い
く
こ

と
は
、
自
治
体
労
働
者
の
特
別
な

任
務
で
す
…
北
九
州
市
の
勧
告
で
は

「
配
偶
者
手
当
の
勧
告
」
は
見
送
ら

せ
た
が
、
調
査
・
研
究
と
報
告
で
触

れ
て
お
り
余
談
を
許
さ
な
い
状
態
で

す
。
秋
季
年
末
の
闘
い
を
全
力
で
取

り
組
む
必
要
が
あ
る
…
組
合
員
・
役

員
が
心
を
一
つ
に
し
て
組
織
拡
大
・

強
化
、
労
働
条
件
改
善
に
全
力
を
挙

げ
ま
す
。』
と
決
意
を
込
め
あ
い
さ

つ
を
行
い
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
福
岡
自
治
労
連
、
地
区

労
連
、
学
嘱
労
、
福
岡
市
職
労
、
親

和
会
の
村
上
会
長
、
そ
の
他
ご
来
賓

の
方
々
か
ら
激
励
と
連
帯
の
あ
い
さ

つ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

16
年
度
経
過
報
告
、
17
年
度
運
動

方
針
、
確
定
闘
争
・
要
求
（
案
）
な

ど
提
案
さ
れ
、
各
評
議
会
・
部
会
・

区
役
所
協
議
会
か
ら
活
発
な
発
言
が

あ
り
、
提
案
さ
れ
た
議
案
は
す
べ
て

承
認
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

安
部
首
相
は
、自
民
党

の
改
憲
案
を
ベ
ー
ス
に

憲
法
審
査
会
を
進
め
る

と
言
っ
て
い
る
が
、改

憲
論
議
の
前
に
平
和
条

項
の
完
全
実
施
が
必
要
で
は
な
い
の

か
◆
ま
た
、自
民
党
案
で
は
天
皇
を

元
首
に
し
て
９
条
を
改
ざ
ん
し
国
防

軍
を
組
織
、98
条
と
し
て
戒
厳
令
ま

で
新
設
す
る
と
言
っ
て
い
る
◆
さ
ら

に
労
働
基
本
権
28
条
に
、公
務
員
に

は
「
全
部
又
は
一
部
を
制
限
す
る
」

と
加
筆
し
て
、公
務
員
を
権
力
者
の

手
先
、戦
争
す
る
国
づ
く
り
の
先
兵

に
す
る
こ
と
も
狙
っ
て
お
り
、こ
ん

な
改
憲
論
議
は
許
さ
な
い
（
赤
子
）

　

文
責
・
編
集
部

ご来賓の方々

機関紙紹介

17日（月
）

退庁後
要請行

動

組
織
拡
大・強
化
を
め
ざ
そ
う

署
名
を
集
め　

行
動
し　
総
決
起
で

署
名
を
集
め　

行
動
し　
総
決
起
で

す
べ
て
の
職
員
の
賃
金

す
べ
て
の
職
員
の
賃
金
・・
労
働
条
件
の
改
善
を

労
働
条
件
の
改
善
を

女性部が参加している
「北九州市女性の会」
の企画で、慰安婦問
題の学習会を開催しま
す。ご参加をお願いしま
す。毎月６９行動を行っ
ています。長年続けて
いるが、市職労全体の
取り組みとしていただ
き、平和の活動を伝え
ていきたいと思っていま
す。年に一度でも参加
をお願いします。

今年は、ねばり強く要求し
て来た新規採用が１名あ
り、市職労に加入してくれ
ました。新たに開校する「ひ
びきの小学校」は直営で
と要求しています。あた
たかい給食を届ける会で
は、パン工場、給食協会
への訪問・懇談、当局へ
の米飯給食改善要求書の
提出、市議会に５千８百
筆の署名を提出しました。確定闘争に向け
て引き続きたたかっていきます。

主任試験は、３交代職場では全員が
受験できません。病院職場に試験制
度はそぐわないと訴え続けていま
す。中途退職、産休、育休、病休者が増
加し、恒常的な欠員が続いています。
「良い人材がいれば前倒し採用もあ
り得る」と春闘団交での病院局の発
言も守られていません。市立病院の
独法化について、病院局の「独法化あ
りき」で進める考え方に対し、「病院対
策会議」を開催し要求書を提出しま
した。市立病院の役割を果たし、職員が心身共に健康で
働き続けられるよう、全力で取り組みます。

代
議
員
な
ど
の
発
言
要
旨

女性部
前田さん

調理員部会
永倉代議員

病院評議会
浅田代議員

連帯の挨拶を送る福岡市職労辻永書記長

重野執行委員長
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保育所では１００名以上の非
正規がいます。臨職の応募が
少なく、欠員の職場もあり現場
は大変です。正規の採用はもち
ろん、臨時保育士の賃金の改
善も必要です。調理現場では、
正規１臨職１となり、正規の負
担は調理、事務共に増えていま
す。指導管理の調理員の仕事
内容も当局と協議していきま
す。子ども、保護者、保育所職員
が安心できる保育制度を求め
る署名にご協力お願いします。

検針労組は水道評議会
から独立し６年目を迎え
ています。１年雇用の契
約社員（継続あり）です。交
渉で、65才定年を「19年
３月末には70才まで雇
用期間を引き上げる」との
回答を得ました。社会保
険の適用についても、会
社に要求書を提出し、交
渉を求めています。これ
からも共同で闘います。

保育所部会
林代議員

水道評議会
山田代議員

　

10
月
1
日
（
土
）
北
九
州
労
健

連
・
25
周
年
記
念
企
画
が
リ
ー
セ

ン
ト
ホ
テ
ル
で
76
人
の
参
加
で
行

わ
れ
、
記
念
講
演
で
は
長
谷
川
英

佑
先
生
（
北
海
道
大
学
大
学
院
）

に
よ
る
「
働
か
な
い
ア
リ
に
意
義

が
あ
る
〜
組
織
の
効
率
と
存
続
に

つ
い
て
」
の
講
演
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

ア
リ
も
働
け
ば
疲
れ
る

　
『
イ
ソ
ッ
プ
童
話
に
象
徴
さ

れ
る
よ
う
に
、〝
ア
リ
〞
と
い

え
ば
「
働
き
者
」
の
イ
メ
ー

ジ
が
強
く
あ
り
ま
す
が
、
外

に
出
て
い
る
ア
リ
は
餌
を
探

す
た
め
出
て
き
て
い
る
の
で

働
い
て
い
て
当
た
り
前
で
、

ア
リ
の
巣
の
中
を
観
察
し
て

み
る
と
、
巣
の
中
の
７
割
ほ

ど
の
働
き
ア
リ
が
「
何
も
し

て
い
な
い
」
一
生
働
か
な
い

ア
リ
も
い
ま
す
。

　

動
物
・
生
物
・
昆
虫
も
働

く
（
筋
肉
を
使
う
）
と
尿
酸

が
た
ま
っ
て
疲
れ
て
く
る
。

働
く
ア
リ
が
休
ん
で
い
る
時
、
働

か
な
い
ア
リ
が
働
く
、
い
つ
も
誰

か
が
休
ん
で
い
る
コ
ロ
ニ
ー
の
方

が
存
続
で
き
る
。
疲
れ
る
か
ら
短

期
的
な
効
率
を
犠
牲
に
し
て
も
長

期
的
存
続
を
選
択
し
て
き
た
。
ア

リ
に
学
ぶ
こ
と
が
必
要
で
す
。

人
間
社
会
で
は

　

ブ
ラ
ッ
ク
企
業
が
問
題
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
社
員
が
潰
れ
る
ま

で
働
か
せ
、
人
を
入
れ
替
え
短
期

的
な
効
率
を
最
大
化
し
て
い
ま

す
。
使
い
捨
て
に
す
れ
ば
新

し
い
人
は
入
っ
て
こ
な
く
な

る
。
ア
リ
や
ハ
チ
に
働
き
方

を
学
ぶ
必
要
が
あ
り
ま
す
。

人
間
は
感
情
の
動
物

　

組
織
を
上
手
く
動
か
す
た

め
に
は
無
駄
が
必
要
で
す
。

管
理
職
の
能
力
が
非
常
に
大

事
で
、
個
々
人
の
能
力
を
視

て
そ
れ
が
生
か
さ
れ
る
よ
う

に
配
置
す
る
こ
と
が
大
事
で

す
。
信
頼
関
係
を
築
い
て
お

く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

ア
リ
や
ハ
チ
も
ス
ト
レ
ス

を
与
え
れ
ば
ウ
ツ
に
な
る
、

ウ
ツ
に
な
っ
て
引
き
こ
も
る

こ
と
も
あ
る
。
人
間
は
無
駄

な
こ
と
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
る
。
多
様
性
が
あ
る
。
こ
れ
が

無
い
と
生
き
て
い
け
な
い
。
様
々

な
人
が
い
な
い
と
ダ
メ
で
す
。』

　

組
織
が
う
ま
く
永
続
的
に
存
続

す
る
た
め
に
は
、
ア
リ
や
ハ
チ
の

生
態
に
学
ぶ
こ
と
が
大
事
で
す
。

行財政改革により、北九州
市の現業職場が減らされ
ています。それにより、行政
サービスの低下が進んでい
ます。H30年度の行政職化
による仕事内容、主任試験、
賃金の減額等当局と協議し
ていきます。
学校職員の県から市への権
限移譲により、制度の違いで
不利にならないように、教職
員組合と協力していきます。

H30年度の完全委託、行政
職化の仕事の見直しについ
て引き続き協議していきま
す。熊本地震で局として支援
や組合カンパ、ボランティア
を取り組み、改めて直営の必
要性を実感しました。災害対
策での意見交換で収集体制
や直営の必要性を強く訴え
市民の命やくらしを守る環境
部会の方針実現をめざし全
力で取り組みます。

若松区協で、新採歓迎
行事を開催しました。
古巣門司区協では、Ｏ
Ｂの協力も得て『復刻
版ひろば』を継続発行
し、毎月第一金曜日に
区役所で門立ち中！本
部・一般評役員の協力
求む！また、各区協強
化のため、各級役員経
験者等の異動につい
てもご尽力を！

以前は市職労主
催で家族ぐるみ
運動会などを開
催していました。
レクや文化行事な
ど組合員の交流
と親睦を深める
楽しい催しは必要
です。
組織活動の観点
でぜひ力を入れて
ほしいと思います。

秋季・年末闘争において、機関紙
活動が重要です。機関紙発行に
知恵を出し合い協力しましょう。
署名活動は、組合員・職員の要
求の強さを示すバロメーターで
あり、当局に迫っていく大きな力
となります。多くの署名を集めま
しょう。3年連続引き上げ改定も、
「給与制度の総合的見直し」によ
る減額を補填できていません。小
倉北区役所協議会も年次総会を
開き、引き続き奮闘します。

校務員部会
髙橋さん

環境部会
永冨代議員

一般評議会
山下代議員

女性部
上田さん

一般評議会
池田代議員

調理員さんが朝から
準備して下さった美
味しい昼食

「働かないアリに意義がある」
北九州労健連 25 周年記念企画



　

今
月
６
日
の
６
９
行
動
に
５
人

参
加
、
黒
崎
駅
デ
ッ
キ
上
で
行
い

ま
し
た
◆
前
日
の
台
風
の
影
響
か

涼
し
い
夕
暮
れ
ど
き
、
駅
か
ら
出

て
く
る
人
に
署
名
を
呼
び
か
け
ま

し
た
。
急
い
で
い
る
の
で
と
断
る

人
も
い
ま
し
た
が
、
足
を
止
め
３

人
の
方
に
署
名
を
い
た
だ
き
ま
し

た
◆
前
日
の
新
聞
で
「
戦
争
法
廃

止
署
名
」
累
計
で
１
５
８
０
万
人

提
出
し
た
と
い
う
記
事
を
読
み
ま

し
た
。「
憲
法
を
守
る
、
戦
争
す
る

国
に
は
絶
対
反
対
す
る
と
い
う
決

意
で
頑
張
れ
ば
戦
争
法
廃
止
に
追

い
込
め
る
」
と
述
べ
て
い
ま
し
た
。

◆
今
月
19
日
に
は
、
戦
争
法
廃
止

を
求
め
る
国
会
行
動
が
行
わ
れ
、

全
国
各
地
で
平
和
を
守
る
運
動
は

継
続
し
て
い
き
ま
す
。
女
性
部
も

全
国
の
仲
間
と
一
緒
に
が
ん
ば
っ

て
い
き
ま
す
！

催
し
も
の
情
報

　

参
議
院
選
後
、
安
倍
首
相
は
、

改
憲
論
議
の
加
速
に
意
欲
を
示
し

て
い
ま
す
が
、
世
論
調
査
で
は
、

憲
法
改
正
に
反
対
が
過
半
数
を
占

め
「
国
民
は
改
憲
を
信
任
し
た
わ

け
で
は
な
い
」
と
新
聞
各
社
の
社

説
で
も
批
判
さ
れ
て
い
ま
す
。
い

ま
、
海
外
で
戦
闘
で
き
る
自
衛
隊

へ
の
体
制
づ
く
り
が
す
す
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

常
時
「
防
弾
チ
ョ
ッ
キ
」
を
着

て
座
っ
て
標
的
を
撃
つ
訓
練
か
ら

立
っ
て
撃
つ
訓
練
に
変
わ
り
、
救

護
訓
練
も
常
時
取
り
入
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
と
、
３
月
24
日
報
道
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
で
報
道
し
て
い
ま
す
。

　

戦
闘
で
相
手
を
殺
傷
し
た
場

合
、
正
当
防
衛
の
た
め
の
行
為
か

立
証
す
る
た
め
、
陸
上
自
衛
隊
で

は
、
任
務
遂
行
時
の
映
像
や
画
像

を
残
す
た
め
の
小
型
カ
メ
ラ
導
入

が
検
討
さ
れ
て
い
る
と
産
経
新
聞

１
月
24
日
号
に
記
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
戦
争
は
、
自
衛
隊
だ
け
で
は

出
来
ま
せ
ん
。
イ
ラ
ク
戦
争
支
援

で
自
衛
隊
を
派
遣
し
た
際
は
、
物

資
・
要
員
の
99
％
を
民
間
機
関
で

輸
送
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
今
年
の
３
月
11
日
、
フ

ェ
リ
ー
を
所
有
す
る
民
間
会
社
の

設
立
し
た
企
業
連
合
の
、
特
別
目

的
会
社
と
借
り
上
げ
の
予
算
措
置

を
と
っ
て
い
ま
す
。

　

戦
争
を
す
る
た
め
に
は
、
人
員

や
武
器
を
輸
送
す
る
だ
け
で
は
足

り
ま
せ
ん
。
自
治
体
・
国
民
を
動

員
す
る
体
制
が
必
要
で
す
。
そ
の

た
め
に
憲
法
に
「
緊
急
事
態
条

項
」
が
必
要
で
あ
り
、
災
害
な
ど

の
非
常
時
に
「
国
民
の
権
利
を
制

限
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
憲
法
改

悪
を
狙
っ
て
い
る
こ
と
が
見
え
始

め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
安
倍
政
権
は
海
外
で
米

軍
と
と
も
に
戦
闘
で
き
る
自
衛
隊

と
す
る
た
め
に
当
初
予
算
で
史
上

最
高
の
５
兆
円
を
投
入
し
て
い
ま

す
。
一
方
で
社
会
保
障
費
を
約

４
７
０
０
億
円
削
減
し
、
大
学
な

ど
の
交
付
金
や
助
成
費
も
削
減
さ

れ
る
な
ど
福
祉
や
教
育
が
な
い
が

し
ろ
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

自
治
体
労
働
者
と
し
て
、
市
民

生
活
を
守
る
た
め
に
「
憲
法
改
正
」

に
反
対
し
ま
す

―
10
月
―

戸
畑
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

春
日
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ

岡
山

鹿
児
島
大
学

―
11
月
―

サ
ン
レ
イ
ク
か
す
や

す
す
む
戦
争
準
備

す
す
む
戦
争
準
備

連 載連 載
②②  

戦
争
法
強
行
成
立
か
ら
１
年

戦
争
法
強
行
成
立
か
ら
１
年

く
ら
し
を
押
し
つ
ぶ
す
軍
拡

リベンジに一歩及ばずリベンジに一歩及ばず
軟式野球大会九州予選軟式野球大会九州予選

　

９
月
21
日
（
木
）
に
第
28
回
全

国
自
治
体
軟
式
野
球
大
会
九
州
予

選
大
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
唐
津
市
で
行
わ
れ
、
４

チ
ー
ム
が
参
加
し
白
熱
し
た
戦
い

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

北
九
市
職
労
は
昨
年
と
同
じ
唐

津
市
役
所
と
対
戦
。
昨
年
の
リ
ベ

ン
ジ
に
燃
え
て
い
ま
し
た
。

　

立
ち
上
が
り
、
北
九
は
先
発
投

手
が
ス
ト
ラ
イ
ク
先
行
の
ナ
イ
ス

ピ
ッ
チ
ン
グ
。
先
頭
打
者
も
レ
フ

ト
に
大
き
な
フ
ァ
ー
ル
フ
ラ
イ
な

ど
北
九
ペ
ー
ス
で
し
た
が
、
３
回

に
相
手
の
ヒ
ッ
ト
や
味
方
の
エ
ラ

ー
な
ど
で
一
挙
４
点
。
４
回
に
も

４
点
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
職
労
も
ヒ
ッ
ト
は
出
ま
す
が

後
１
本
が
出
ず
、
結
果
的
に
は
８

対
０
で
敗
れ
ま
し
た
。
参
加
さ
れ

た
選
手
の
皆
さ
ま
お
疲
れ
様
で
し

た
。

平和のための戦争展平和のための戦争展  in北九州
日　時　11月 13日（日）10時～
会　場 ◇企画・映画
　　　 戸畑市民会館中ホール
　　　　（ウェルとばた内）
　     ◇展示
　　　 戸畑生涯学習センター



　

15
年
度
自
治
労
連
共
済
余
剰
金

処
分
方
針
に
基
づ
き
「
個
人
還

元
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

対
象
は
、
還
元
対
象
期
間

（
15
年
６
月
〜
16
年
５
月
）
に
生

命
共
済
基
本
型
・
特
約
型
・
医
療

共
済
基
本
型
・
特
約
型
・
交
通
災

害
共
済
に
ご
加
入
の
方
で
す
。

　

た
だ
し
、
還
元
対
象
期
間
に
、

１
４
４
，０
０
０
円
を
超
え
る
支

払
共
済
金
を
受
け
た
方
（
被
共
済

者
）
は
、
還
元
対
象

に
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
40
歳
以
下

の
生
命
共
済
加
入
の

み
な
さ
ま
に
は
二
重
の
喜
び
「
サ

ポ
ー
ト
Ｕ
40
」
も
併
せ
て
お
届
け

し
ま
す
。
な
お
、
火
災
共
済
に
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

組
合
員
の
皆
様
の
お
手
元
に
は

10
月
末
頃
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間

中
、
多
く
の
申
し
込
み
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
残

念
な
が
ら
、
目
標
の
50
％
を
僅
か

に
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
告

知
該
当
の
方
の
加
入
は
今
回
見
送

り
に
な
り
ま
し
た
。
引
き
続
き
加

入
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ケッちケッちゃんのんの

浴槽はご覧のとおり。小さい方
に浸かって逆に脱衣所側を眺め
ると格子と曲線の面白さ
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「願成寺温泉」

文
化
ガ
イ
ド

フ
レ
デ
リ
ッ
ク
の

　

こ
こ
数
年
、
年
に
１
、２
回
は
友

人
と
人
吉
城
前
の
球
磨
川
の
中
洲

で
幕
営
し
て
い
る
。出
か
け
る
理
由

は
幕
営
地
が
徒
歩
５
分
圏
内
に
温

泉
、
ス
ー
パ
ー
、
飲
み
屋
の
揃
っ
た

好
立
地
と
い
う
の
も
あ
る
が
、呑
ん

で
歌
っ
て
食
べ
て
２
千
円
で
楽
し

く
過
ご
せ
る
ス
ナ
ッ
ク
Ｐ
に
拠
る

と
こ
ろ
が
大
き
い
。今
回
は
友
人
の

人
柄
も
あ
っ
て
、翌
朝
用
の
朝
食
ま

で
持
た
せ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
ば

い
。

　

も
う
一
つ
寄
る
と
こ
ろ
が
。鍛
冶

屋
町
に
唯
一
残
る
正
光
刃
物
。こ
こ

で
結
婚
10
週
年
に
買
っ
た
包
丁
を

人
吉
に
来
る
度
に
砥
い
で
も
ら
っ

て
い
る
。お
い
ち
ゃ
ん
と
暫
し
談

笑
。そ
の
間
、
友
人
が
駅
前
の
観
光

案
内
所
で
探
し
て
来
た
の
が
、今
回

の
願
成
寺
温
泉
。

　

さ
て
到
着
。外
観
は
小
奇
麗
で

特
徴
的
な
も
の
は
な
い
が
、受
付
で

２
百
円
払
っ
て
脱
衣
所
ま
で
進
む

と
、市
内
の
名
湯
、新
温
泉
や
堤
温

泉
に
匹
敵
す
る
渋
さ
で
あ
る
。

脱
衣
所
に
は
町
内
の
方
々
の
洗
面

道
具
が
び
っ
し
り
と
。愛
さ
れ
と
る

証
拠
で
す
な
。

　

脱
衣
所
か
ら
ト
ン
ト
ン
と
下
る

と
瓢
箪
の
よ
う
な
大
小
の
円
形
浴

槽
。お
湯
は
小
さ
い
方
に
ま
ず
注

が
れ
大
き
い
方
へ
と
流
れ
て
温
度

調
整
。淡
い
緑
褐
色
の
湯
は
浸
か
る

と
ツ
ル
ッ
と
滑
ら
か
重
曹
泉
。浴
槽

や
流
し
は
湯
の
成
分
で
茶
褐
色
に

染
ま
り
年
季
を
伺
わ
せ
ま
す
。

　

ツ
ー
リ
ン
グ
の
汗
を
流
し
て

さ
っ
ぱ
り
し
た
後
は
、件
の
中
洲
に

向
か
い
設
営
、そ
し
て
ス
ナ
ッ
ク
Ｐ

へ
向
か
う
の
で
あ
り
ま
し
た
。

恒
例
の
人
吉
ツ
ー
リ
ン
グ

今
回
寄
っ
た
の
は
初
の
願（
が
ん
）成
寺（
じ
ょ
う
じ
）温
泉

　

今
年
は
ち
ょ
う
ど
10
日
が
体
育

の
日
と
な
り
、
小
文
字
山
に
登
り

ま
し
た
。
秋
晴
れ
の
下
、
ち
ょ
っ

ぴ
り
「
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
」
を
楽
し

み
ま
し
た
。

　
「
文
化
の
秋
」
や
っ
て
い
ま
す
か
？

＊
イ
チ
オ
シ
・
シ
ネ
マ
＊

　

次
々
に
観
た
い
映
画
が
公
開
さ

れ
、
う
れ
し
い
悲
鳴
を
あ
げ
て
い

ま
す
。

　

特
に
邦
画
は
粒
ぞ
ろ
い
で
、
そ

の
中
で
イ
チ
オ
シ
は
西
川
美
和
監

督
の
「
永
い
言
い
訳
」。
直
木
賞
候

補
と
な
っ
た
自
ら
の
小
説
を
本
木

雅
弘
、
深
津
絵
里
の
主
演
で
映
画

化
し
て
い
ま
す
。
心
理
描
写
の
緻

密
さ
が
本
作
も
光
る
か
？

　

ま
た
、
若
手
実
力
派
に
よ
る
リ

ア
ル
な
就
活
バ
ト
ル
を
描
い
た
三

浦
大
輔
監
督
の
「
何
者
」
も
予
告

編
を
見
る
た
び
興
味
を
引
か
れ
ま

す
。
目
下
な
か
ま
16
で
公
開
中
の

タ
ナ
ダ
ユ
キ
監
督
・
上
野
樹
里
＆

藤
竜
也
主
演
の
「
お
父
さ
ん
と
伊

藤
さ
ん
」
や
月
末
公
開
の
中
野
量

太
監
督
・
宮
沢
り
え
主
演
の
「
湯

を
沸
か
す
ほ
ど
の
熱
い
愛
」
も
観

た
い
！

　

洋
画
で
は
、
昭
和
館
１
で
上
映

中
の
「
最
高
の
花
嫁
」
と
「
偉
大

な
る
マ
ル
グ
リ
ッ
ト
」
の
フ
ラ
ン

ス
映
画
２
本
立
て
が
笑
っ
て
泣
け

ま
す
。
29
日
15
時
30
分
か
ら
は
音

楽
ユ
ニ
ッ
ト
『
メ
ル
テ
ィ
ン
グ
・

ポ
ッ
ト
』
の
演
奏
付
上
映
も
あ
り

ま
す
。

　

各
映
画
の
上
映
時
間
や
詳
細
は

Ｈ
Ｐ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
イ
チ
オ
シ
・
コ
ン
サ
ー
ト
＊

　

恒
例
の
国
際
音
楽
祭
が
始
ま
り

ま
し
た
。
レ
ベ
ル
の
高
い
演
奏
を

格
安
料
金
で
聴
け
ま
す
。
ど
れ
か

ひ
と
つ
は
足
を
運
び
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
北
九
州
労
音
で
は
12
月

11
日
（
日
）
に
「
藤
田
卓
也
テ
ノ
ー

ル
・
リ
サ
イ
タ
ル
」
を
や
り
ま
す
。

ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
な
歌
声
と

楽
し
い
ト
ー

ク
で
年
末
を

締
め
く
く

り
ま
し
ょ
う
。
戸
畑
市
民
会
館
大

ホ
ー
ル
に
て
、15
時
開
演
。
チ
ケ
ッ

ト
好
評
発
売
中
。

　

詳
細
は
℡
５
７
１
―
０
２
２
７
へ
。

＊
映
画
サ
ー
ク
ル
情
報
＊

　

10
月
は
14
年
の
日
本
映
画
「
百

円
の
恋
」
で
す
が
、
今
日
（
17
日
）

で
終
了
し
ま
す
。
安
藤
サ
ク
ラ
の

体
当
た
り
演
技
は
素
晴
ら
し
い
！

今
日
時
間
の
あ
る
方
、
19
時
ま
で

に
小
倉
昭
和
館
へ
！

共済共済 「
個
人
還
元
」
が

　
　
　
実
施
さ
れ
ま
す
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